
奥
能
登
珠
洲
市
三
崎
町
宇
治
の
発
音
生
活

－
背
中
〔
h
e
引
〕
な
ど
の
〔
h
e
〕
に
つ
い
て
－

宇
治
（
可
ジ
）
は
、
珠
洲
市
の
内
浦
海
岩
根
の
北
上
り
に
位
す
る
、
戸
数
的

六
〇
の
、
蔑
菜
二
部
、
小
規
槙
な
イ
ソ
ラ
イ
ト
工
業
）
を
生
業
と
す
る
部
落

で
あ
る
。
・

こ
の
小
報
告
で
は
、
当
部
落
の
発
音
生
活
の
特
徴
的
な
一
事
項
　
－
　
共
通
語

で
〔
完
〕
に
発
音
す
る
と
こ
ろ
を
、
〔
h
e
〕
に
発
音
す
る
．
－
を
と
り
あ
げ

て
み
た
い
と
思
う
。
以
下
、
こ
の
事
栄
を
、
か
り
に
〔
h
e
〕
－
〔
s
e
〕
と
路

記
す
る
こ
と
に
す
る
。

宇
治
部
落
の
発
音
生
活
を
特
技
づ
け
る
諸
事
項
の
中
で
、
〔
h
e
〕
－
〔
s
e
〕

ほ
、
．
た
し
か
に
．
そ
れ
ら
の
中
の
有
力
な
一
項
と
し
て
と
り
た
て
る
こ
と
が
で

き
る
。
が
、
そ
の
実
状
は
、
か
な
り
複
雑
で
、
も
ろ
も
ろ
の
条
件
に
負
う
と
思

わ
れ
る
も
の
が
多
く
、
単
純
に
法
則
化
（
〔
h
e
〕
I
〔
完
〕
）
で
き
な
．
い
よ

う
に
思
う
。

こ
玖
小
報
告
は
、
そ
の
よ
う
な
実
状
を
、
で
き
る
だ
け
忠
実
に
、
記
述
し
よ

う
と
す
る
も
の
、
で
あ
る
。二

．

＼

愛
　
宕
　
人
′
　
′
　
郎
　
康
・
　
隆

調
査
の
方
法
は
、
．
の
質
問
法
、
侶
自
然
傍
受
法
の
二
法
を
併
用
し
た
。

日
の
質
問
法
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
七
九
の
調
査
項
目
を
用
意
し
、
こ
れ

を
、
土
地
誓
え
紆
き
の
、
左
の
対
象
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

1
老
年
男
子
　
下
口
　
政
吉

2
老
年
女
子
　
机
谷
　
つ
ぎ

3
中
年
男
子
　
下
口
　
幸
雄

4
中
年
女
子
　
宮
野
　
尤
子

5
青
年
男
子
　
三
枚
　
良
丸

6
青
年
女
子
　
野
々
井
耐
子

7
．
少
年
男
子
（
肝
醜

農
年
女
ヱ
監

隆
為
歳

博
子

文
恵

調
査
項
目
に
つ
・
い
て
は
、

7
7
才
　
農
業

8
1
才
　
農
業

3
0
才
・
農
業
・

3
5
才
　
丑
業

2
0
才
　
（
本
寵
専
任
職
長
男
）

1
7
才
　
家
事

1
4
才
　
（
中
学
二
年
生
）

1
4
才
　
（
中
学
二
年
生
）

明
君
篇
望
牲
讐

次
の
諸
点
に
注
意
し
た
。

－13－

㊥
、
〔
s
e
〕
音
節
を
含
む
調
査
語
詞
が
、
当
方
言
社
会
の
生
活
に
密
接
な
関
係

を
有
す
．
る
も
の
、
反
対
に
、
わ
り
と
疎
遠
と
思
わ
れ
る
も
の
の
双
方
を
含

む
こ
と
。

㊥
、
〔
s
e
〕
音
節
の
、
語
詞
甘
お
け
る
位
置
が
、
語
頭
、
語
中
、
語
末
に
、



そ
れ
ぞ
れ
位
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
日
で
囲
ん
で
な
い
も
の
は
、
〔
　
〕
内
の
・
〔
h
e
U
を
〔
s
e
〕
と
発
音

の
、
〔
S
＆
音
節
の
、
語
宙
に
お
か
れ
る
環
境
が
多
様
で
あ
る
こ
と
。

⑲
、
〔
s
e
〕
音
節
を
含
む
調
査
語
詞
を
、
品
詞
上
の
観
点
や
、
和
語
系
へ
浜
語

系
の
観
点
、
そ
れ
に
、
l
い
わ
ゆ
か
革
純
、
複
合
な
ど
の
語
構
造
の
観
点
か

ら
を
も
、
工
夫
す
る
こ
と
。

l
・
佃
の
自
然
傍
受
法
は
、
次
の
よ
う
に
実
践
し
た
。
被
調
査
者
は
、
庶
別
と
し

て
、
質
問
法
の
時
の
対
象
者
と
し
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
、
土
地
人
と
自
然
な
対

話
を
ま
じ
え
る
の
を
聴
録
し
、
一
定
時
間
録
音
し
た
。

録
音
法
は
、
特
に
、
録
音
そ
の
こ
と
が
、
被
調
査
者
た
ち
に
意
識
さ
れ
な
い

ま
．
ぅ
に
つ
h
と
め
、
録
音
器
も
、
1
・
携
帯
用
小
型
録
音
器
（
日
立
の
．
ヘ
ル
ソ
ナ
ー
）

を
用
い
▼
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
録
音
延
べ
時
間
は
、
約
四
時
間
（
ナ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
テ
ー
プ
．

四
巻
）
で
あ
る
。

＼
瀬
上
、
山
質
問
法
を
主
法
と
し
、
吻
自
然
傍
受
法
を
併
用
整
理
し
た
結
果
に

鬼
と
づ
い
て
、
宇
治
部
落
の
〔
h
e
〕
▼
－
〔
s
e
〕
の
お
こ
な
わ
れ
ざ
ま
を
記
述

す
る
。注

、
調
査
期
間
は
、
昭
和
三
六
年
八
月
二
一
日
か
ら
八
月
一
七
日
ま
で
の
六

日
間
で
あ
る
。

三

㊥
（
　
）
の
中
の
算
用
数
早
は
、
二
に
掲
げ
た
被
調
査
者
の
簡
略
表
記
で
あ

る
。

㊨
算
用
数
字
を
O
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
〔
　
〕
内
の
発
音
を
す
る
こ
と
を
表

わ
し
、
日
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
〔
〕
内
の
発
音
も
す
る
が
、
〔
　
〕
内

の
〔
h
e
〕
を
〔
s
e
〕
と
も
発
音
す
る
L
と
を
表
わ
す
。
算
用
数
字
を
・

、
す
る
こ
と
を
表
わ
す
。

∽
語
頭
．

㊥
、
〔
h
e
〕
－
〔
完
〕

1
世
間
〔
h
e
引
〕
　
（
の
◎
3
④
5
6
7
8
）
、
2
、
5
、
6
、
7
は
〔
甘

引
口
旨
a
〕
　
2
咳
〔
h
e
引
〕
（
の
◎
3
4
5
6
7
8
）
3
説
教
〔
h
e
m

引
〕
（
0
◎
3
◎
5
6
7
8
）
　
4
せ
っ
か
く
〔
h
e
－
ハ
封
引
〕
（
0
◎
㊥
◎
㈲

6
7
8
）
　
5
つ
く
ろ
い
〔
h
e
n
d
a
k
E
〕
（
①
㊥
㊥
④
㊥
㊥
ゆ
◎
）
、
参
考

洗
濯
〔
s
e
引
〕
（
①
㊥
㊥
④
㊥
㊥
◎
㊥
）
　
6
船
頭
〔
h
別
封
J
ハ
◎

5
6
7
告
、
〔
h
e
已
O
S
a
P
U
（
①
槻
㊥
）
　
7
線
香
〔
引
ロ
k
O
‥
〕
　
（
①

◎
3
4
5
6
7
8
）
　
8
煎
じ
薬
〔
h
e
n
恩
ロ
m
s
m
ユ
〕
（
㊤
◎
3
の
5
6
）
、

7
・
8
ほ
実
物
を
知
ら
な
い
．
9
せ
ん
．
へ
い
〔
引
m
b
e
‥
〕
　
（
①
◎
3
4

5
6
7
8
）
　
1
0
狭
い
〔
h
引
i
〕
一
（
0
㊥
）
、
．
〔
h
e
訂
l
i
〕
　
（
0
◎
聞
◎

◎
㊥
び
㊥
）
　
n
攻
め
る
〔
h
引
r
m
〕
　
（
①
◎
伺
◎
㊥
由
㊥
㊥
）
　
1
2

せ
む
し
〔
h
昌
l
引
s
i
〕
　
（
①
㊥
㊥
8
）
、
〔
h
れ
引
〕
（
㊥
㊥
◎
色
、
〔
h
e

劉
m
旦
側
〕
∴
◎
）
　
1
3
背
中
〔
訂
引
〕
．
（
①
◎
㊥
◎
㈲
◎
◎
◎
）

1
4
世
話
〔
b
e
引
〕
　
（
の
㊥
㊥
㊥
◎
㊥
7
㊥
）
　
1
5
芹
〔
h
軋
3
　
T
◎
籾 －14－

◎
◎
6
7
只
）

㊥
〔
h
a
I
〔
s
e
〕
と
な
ら
な
い
も
の

l
選
挙
〔
馴
n
王
0
〕
　
2
先
生
〔
射
n
s
e
〕
　
3
戦
争
〔
完
封
〕
　
4
千

円
〔
〓
n
e
n
〕
5
セ
メ
ソ
．
ト
〔
酎
m
e
n
t
O
〕
　
6
製
材
〔
別
‥
邑
〕
　
7
背
・

広
〔
〓
b
i
r
O
〕
　
8
生
徒
〔
射
‥
t
O
〕
・

．
幻
語
中

〔綿
〔
h
e
〕
I
〔
s
e
〕

l
あ
せ
ぼ
〔
軋
引
引
〕
　
（
①
◎
㊥
④
◎
㊥
7
空
一
2
窃
ぐ
〔
k
凱
宮
古
〕



′∂
㊥
3
因
㈲
6
7
ヱ
3
や
せ
が
ま
ん
〔
邑
割
引
酎
〕
（
①
◎

㊥
㊥
㊥
◎
ゆ
㊥
）
4
や
せ
る
〔
j
田
富
l
【
ヒ
〕
（
0
㊥
ゆ
㊥
㊥
㊥
㊤
8
）

㌃
ま
か
せ
る
〔
ヨ
引
割
引
l
〕
（
0
㊥
㊥
ゆ
◎
㈲
の
8
）
6
待
た
せ
る

〔
m
封
引
封
〕
6
㊥
㊥
㈲
㊥
◎
曾
）
．
7
－
食
わ
せ
る
〔
打
も
割
引

引
〕
∴
0
秒
㊥
㊤
◎
㊥
㊦
8
）
8
乗
せ
る
〔
n
封
引
督
（
㊤
㊥
㊥
④
◎

◎
㊥
㈲
）
9
の
ぼ
せ
る
〔
n
O
b
O
h
e
r
E
〕
・
．
（
①
㊥
㊥
④
㊥
◎
㊥
㊥
）
1
0

に
せ
も
の
〔
引
古
（
の
◎
籾
㊤
①
6
7
8
）
1
1
見
せ
る
〔
邑
冨
l

芸
〕
（
①
◎
㊥
㊥
㊥
㊥
個
㈲
〕
1
2
話
せ
る
〔
k
i
引
引
〕
（
0
切
◎
◎

◎
◎
◎
㊥
）
1
3
む
せ
る
〔
m
封
∈
〕
（
0
㊥
㊥
軸
㊥
㊥
ゆ
8
）

㊥
〔
h
e
〕
L
〔
s
e
〕
と
な
ら
な
い
も
の

1
風
船
竃
男
s
e
n
〕
2
賃
銭
〔
s
a
引
〕
・
〔
ヨ
e
封
封
〕
3
水
仙

｛
竺
ヒ
封
封
〕
4
汽
船
〔
≡
封
〕
三
一
銭
〔
n
i
封
〕
6
き
せ
る
〔
河

リ
s
i
r
O
〕
∴
k
i
∽
i
r
O
〕
7
親
戚
〔
盈
封
封
〕
8
温
泉
〔
○
引
〕

9
億
痙
〔
b
i
引
〕
1
0
新
生
（
タ
．
ハ
コ
）
〔
S
引
〕
1
1
オ
ッ
ト
セ
イ

〔
0
【
封
e
‥
〕

曾
未

㈲
〔
h
e
〕
－
〔
s
e
〕

1
汗
〔
a
h
e
〕
．
（
の
◎
㊥
㊥
㊥
◎
∽
8
）
2
寝
汗
〔
ロ
酎
h
e
〕
（
①
㊥
3

4
5
6
7
8
）
．
3
早
稲
〔
w
a
訂l
〕
（
0
㊥
旬
の
5
6
7
8
）
4
店
〔
ヨ

i
引
〕
（
糾
物
㊥
4
5
6
7
8
）
5
貸
せ
〔
打
a
引
〕
（
の
◎
㊥
ゆ
㊥
㊥
①

㈲
）
6
出
せ
〔
d
a
引
〕
（
e
㊥
㊥
㊤
㊥
㊥
㊥
8
）
7
溶
か
せ
〔
t
O
引
〕
．

（
①
何
㊥
軌
㊥
㊥
⑦
8
）
．
8
飲
ま
せ
．
〔
n
O
勘
封
U
①
㊥
㊥
の
㊥
㊥

㊦
8
）
9
話
せ
〔
h
a
呂
l
甘
〕
（
①
㊥
㈱
の
㊥
㈲
7
8
）
1
0
廻
せ
〔
ロ
a
引

”
b
e
〕
（
の
侶
刷
㊤
期
6
柄
8
）
H
知
ら
せ
〔
S
i
＝
封
U
へ
①
㊥
◎
㊥
◎

6
㊦
8
）
　
1
2
干
せ
〔
h
O
g
l
〕
　
（
①
◎
刷
の
㊥
㊥
⑦
8
）
　
1
3
落
せ
〔
O
t
O

．
・
引
〕
　
（
①
㊥
㊥
④
◎
6
㊥
8
）
　
1
4
殺
せ
〔
訂
引
〕
　
（
①
㊥
◎
◎
◎
6

①
8
．
）
　
1
5
通
せ
〔
t
。
‥
b
e
〕
（
の
吻
刷
④
樹
は
納
8
）
　
1
6
隠
せ
〔
訂

引
〕
　
（
0
2
3
④
㊥
㊥
柄
8
）

・
㊥
〔
訂
〕
－
〔
s
e
〕
と
な
ら
な
い
も
町

1
冷
汗
〔
4
i
封
が
〕
　
2
為
替
〔
凱
引
引
〕
　
3
布
施
〔
『
。
ぎ
l
〕
，
．
〔
。

劃
〕
　
4
癖
〔
乱
射
〕
　
5
手
癖
〔
t
引
〕
　
6
口
癖
〔
k
E
功

e
E
s
G
〕

四

〕

　

〕

　

〕

以
上
、
三
・
㌧
　
1
、
2
、
3
と
見
通
し
て
く
．
る
と
、
〔
h
e
〕
－
〔
∽
e
〕

〔

　

〔

　

〔

．

の
お
こ
な
わ
れ
か
た
は
、
相
当
に
盛
ん
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
．
が
、
す
べ
て
、

規
則
正
し
く
、
〔
h
e
〕
－
〔
s
e
〕
上
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
の
条
件
が
考
え
ら
れ
る
。
左
に
、
そ
れ
1
一
の
条
件
の
い
く
つ
か

に
つ
い
て
、
述
べ
て
み
た
い
。

L
、
世
代
、
由
別

〔
h
ユ
I
〔
完
〕
の
保
有
傾
向
は
、
、
古
老
層
ほ
ど
濃
厚
で
、
世
代
の
新
化

に
つ
れ
て
う
す
ぐ
な
．
っ
て
い
る
。
性
別
と
い
う
点
で
は
、
相
対
的
で
は
あ
る

が
、
中
年
以
上
の
女
性
に
保
守
的
傾
向
が
認
め
ふ
れ
る
。

2
、
話
者
の
教
養
、
．
履
歴

話
者
の
教
養
と
か
履
歴
も
、
〔
b
e
〕
I
〔
完
〕
保
有
の
有
無
強
弱
と
、
か

な
り
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
同
一
．
方
膏
社
会
（
宇
治
）
内
で
も
、
l
教
師
と
か
僧
侶
、
役
人
、
元

軍
人
、
あ
古
い
は
出
場
者
な
ど
に
な
る
と
、
し
他
の
人
々
に
比
べ
て
、
保
有
の
度

合
が
弱
く
、
′
ハ
h
e
〕
．
I
〔
s
e
U
に
対
す
る
一
枝
の
自
覚
を
伴
う
の
が
常
で
あ

・一15－

一

．

．

1

－

t

l

i

＿

．

＿

‘

I

．

＿

r

l

l



一
ノ

る
。
ふ
れ
を
、
＼
か
り
に
「
正
音
意
識
」
と
名
づ
け
て
み
た
い
・

や
つ
㌦

語
詞
に
よ
っ
て
は
、
〔
h
e
〕
－
〔
s
e
〕
の
実
現
さ
れ
な
い
も
の
が
認
め
ら

れ
る
。
（
三
の
早
叩
曾
⑪
）

そ
れ
ら
の
冠
詞
に
つ
い
て
は
、
．
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

㈲
新
生
、
新
来
と
か
、
生
活
に
疎
遠
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
例
え
ば
、
．
セ
メ

ン
ト
、
オ
ッ
ー
ト
セ
ィ
、
背
広
、
新
生
（
タ
バ
コ
）
な
ど
。

触
音
環
境
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。
例
え
は
、
風
船
、
賽
銭
、
水
仙
、

汽
船
、
二
銭
な
ど
の
よ
う
に
、
〔
～
已
〕
・
〔
～
i
〕
＋
凪
＋
〔
ロ
〕
の
よ
う

な
音
環
境
を
持
つ
語
詞
。
逆
に
、
〔
～
a
〕
十
日
十
．
〔
r
E
〕
の
よ
う
な
音
環

境
で
は
、
〔
h
e
〕
が
実
現
さ
れ
や
す
い
。

の
大
体
、
漢
語
系
の
語
詞
に
は
、
和
語
系
の
語
詞
に
比
．
へ
て
、
〔
h
e
〕
↑

〔
s
e
〕
が
見
出
さ
れ
に
く
い
。
・

こ
れ
ら
の
偲
か
に
、
い
わ
ゆ
る
複
合
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
も
問
題
は
あ

ろ
㌢
。
（
今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
）

五

コ
〔
別
口
打
○
‥
〕
　
（
線
香
）
や
〔
引
m
b
¶
‥
〕
　
（
せ
ん
．
へ
い
）
な
ど
を
笑
う
中

年
以
下
の
世
代
も
、
「
狭
い
」
軋
〔
h
釘
i
〕
、
「
背
中
」
．
は
〔
h
e
引
U

で
あ
る
。
若
い
世
代
が
、
持
ち
つ
つ
思
る
正
音
意
識
に
照
ら
し
て
、
〔
h
e
〕

－
〔
s
e
〕
を
含
む
こ
と
ば
に
対
し
て
は
、
軽
い
卑
し
め
と
か
、
親
愛
の
感
情
を

附
与
す
る
こ
と
と
．
も
な
っ
て
い
る
。

一
中
年
男
子
が
、
『
同
輩
の
友
人
な
ど
と
の
話
で
は
、
普
通
、
「
ヨ

4
」
　
（
船
頭
さ
ん
）
と
言
う
が
、
老
人
と
の
話
で
「
へ
ヨ
」
と
言
う
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

は
、
「
へ
ヨ
」
を
常
用
す
る
老
人
に
な
じ
ん
で
い
く
気
再
で
言
う
』
と
・

説
明
し
た
の
ほ
、
待
適
し
よ
う
と
す
る
側
の
自
然
な
心
持
を
語
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
へ
ヨ
」
は
、
結
果
的
に
は
、
〔
h
e
〕
音
利

用
の
待
遇
表
現
と
も
言
え
よ
う
。

「
カ
こ
（
貸
せ
）
　
以
下
の
サ
行
四
段
沼
悶
動
詞
命
令
形
　
（
三
、
．
的

㊥
6
1
1
6
）
　
は
、
「
カ
↓
　
マ
ー
。
」
　
（
よ
こ
せ
よ
。
）
の
よ
う
に
、
文

末
詞
．
「
マ
ー
」
を
と
っ
て
、
や
⊥
ぞ
ん
ざ
い
な
、
親
愛
気
分
に
満
ち
た
命
令
表

現
を
実
頭
す
る
。
こ
れ
が
、
日
常
き
わ
め
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

命
令
表
現
法
へ
の
〔
h
e
〕
音
の
生
か
さ
れ
か
た
が
注
目
さ
れ
る
。

「
見
て
下
さ
い
。
」
を
、
待
遇
表
現
法
上
、
部
落
人
が
、
1
ミ
可
」
封
．
ン

セ

。

2

ミ

テ

　

ク

ダ

ツ

シ

ー

。

3

ミ

テ

　

ク

サ

イ

マ

へ

ー

。

4

ミ

テ

　

ク

サ

イ

へ
t
。
5
ミ
外
　
ク
可
へ
t
。
の
よ
う
に
序
列
づ
け
て
い
る
こ
と
に
も
、
〔
－
－

e
〕
音
の
利
用
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
先
生
」
を
「
へ
ン
↓
サ
こ

（
能
登
・
宇
出
津
な
ど
で
言
う
）
な
ど
と
あ
っ
て
よ
い
可
能
性
の
中
で
、
「
可
一

ン
セ
ー
」
l
の
発
音
習
慣
に
、
ひ
と
し
く
従
っ
て
い
る
の
は
・
「
先
生
」
と
い
．
う
　
用

人
柘
に
対
す
る
待
遇
意
識
が
、
正
音
意
識
を
剰
戟
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
一

「
ぼ
ろ
の
つ
く
ろ
い
」
を
〔
引
n
d
a
竺
E
〕
、
「
洗
濯
」
を
〔
s
e
引
〕
．
・

と
、
部
落
人
が
、
全
く
き
れ
い
に
使
い
わ
け
て
い
る
の
は
、
も
と
よ
り
、
ア
ク

セ
ン
ト
、
そ
れ
に
〔
d
a
〕
、
豆
a
〕
の
差
異
を
生
か
し
て
の
こ
と
で
は
あ
る

が
、
・
〔
h
e
U
音
の
利
用
も
見
の
が
せ
ま
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
宇
治
の
方
言
社
会
に
お
け
る
〔
h
e
〕
音
は
、
．
特
に
待

遇
表
現
の
見
地
か
ら
注
目
さ
れ
る
。

六

藤
原
先
生
の
「
某
日
太
地
方
の
こ
と
ば
の
発
音
」
　
（
音
声
の
研
究
、
一
九
五

一
年
、
一
八
人
頁
）
に
上
れ
ば
、
〔
h
e
〕
－
〔
s
e
〕
の
発
音
は
「
英
日
太
に

た
ど
ら
れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
右
が
、
こ
こ
奥
能
警
†
治
方
言
社
会
で
は
、
薯



い
世
代
を
中
心
に
、
次
第
に
〔
－
J
e
〕
－
〔
完
〕
の
発
音
を
失
っ
て
い
く
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
鈴
ケ
峯
女
子
短
大
助
手
）

璃
雲
部
注
。
活
字
不
筒
の
為
、
温
泉
〔
オ
ン
セ
ソ
〕
先
生
〔
セ
ソ
セ
〕
な

ど
の
〔
ソ
〕
に
〔
且
、
が
行
鼻
濁
音
に
〔
且
を
．
代
用
し
た
。

瀬

徳

雄

関
ケ
原
方
言
に
お
け
る
待
遇
表
現
の
助
動
詞
に
つ
い
て

こ
の
小
宅
告
は
笠
者
が
本
年
八
月
～
十
月
の
間
、
殴
阜
県
不
破
郡
関
ケ
原
町

に
お
．
い
て
謳
鐘
し
た
資
料
を
整
理
し
た
鴻
の
で
あ
っ
て
、
文
表
現
中
に
お
け
る

待
遇
天
理
の
助
動
詞
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
補
助
動
詞

．
と
み
ら
れ
る
も
の
も
含
め
て
助
動
詞
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
は
、
文
法
的
啓
能

に
お
い
て
は
助
動
詞
と
区
別
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
望
昌
は
、
待
遇
表
現
の
助
動
詞
を
一
応
、
一
、
丁
寧
語
、
二
、
尊
敬
語

・
詮
頭
語
に
分
類
し
て
記
述
し
た
。
な
お
活
用
に
つ
い
て
は
紙
数
の
都
合
む
あ

り
特
に
変
っ
た
沼
用
を
す
る
も
の
の
他
は
沼
用
表
を
つ
け
な
か
っ
た
。

○
ワ
タ
シ
イ
ッ
テ
キ
マ
シ
ョ

′

．

ヽ

　

　

　

　

　

．

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

○
ド
ー
モ
。
オ
ア
イ
ソ
ナ
シ

ー
カ
。
ヤ
女
1
申
・
男
（
妻
↓
夫
）

刊
シ
タ
。
．
老
・
女
－
▼
客

一
、
丁
寧
語

の
「
上
丁
ス
」
「
－
マ
ス
」
、

沼
用
、
接
続
お
よ
び
用
法
等
は
す
べ
孟
ハ
通
語
の
場
合
と
さ
し
て
変
っ
た
息

は
な
い
。
仮
定
形
、
岳
令
形
を
欠
く
。
・
男
女
．
の
別
な
く
、
広
く
一
般
的
に
用

い
ら
れ
る
が
、
幼
少
年
に
お
．
い
て
は
、
特
に
改
ま
っ
た
場
合
の
も
の
言
い
と

か
、
、
あ
い
さ
つ
の
こ
と
ば
な
ど
の
慣
用
的
表
頭
の
ほ
か
に
は
用
い
ら
れ
な

－
Y

○
コ
可
ッ
タ
コ
り
デ
ス
カ
ー
。
中
・
男
1
老
・
女
．

〇
ト
ー
シ
コ
サ
ン
．
ト
コ
ハ
サ
4
ニ
ー
ン
デ
ス
ノ
カ
。
（
敏
子
さ
ん
の
所
で
は
子
供

さ
ん
は
三
人
な
ん
で
す
か
。
）
壷
・
女
1
親
戚
の
奥
さ
ん

○
ス
4
ン
．
封
」
テ
シ
タ
4
－
。
中
・
男
1
中
・
男

○
イ
4
月
可
J
H
ス
。
（
で
か
け
る
時
の
あ
い
さ
つ
）
小
・
男

注
意
す
べ
き
は
「
～
デ
ス
ノ
カ
。
」
と
い
う
形
で
あ
っ
て
、
共
通
語
に
お
け

る
「
～
な
の
で
す
か
。
」
と
い
ヶ
の
に
対
応
す
る
表
現
で
あ
る
。
な
お
「
コ

°

　

°

　

°

ト
」
に
つ
ゞ
く
場
合
に
は
熟
合
し
て
「
I
コ
ッ
テ
ス
」
の
よ
う
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。

－17　－

㈱
「
～
ゴ
ザ
ン
ス
」

活
用
　
未
然

運
用
．
一
　
終
止
　
　
連
体

ー
ゴ
ず
．
ン
セ
～
プ
ザ
ソ
シ
ー
⊥
ミ
サ
シ
ス
～
ゴ
ザ
ン
ス

巳
然
　
　
命
令

○
　
　
　
○

主
に
老
人
層
に
用
い
ら
れ
、
あ
ま
り
多
く
は
用
い
ら
れ
七
い
な
い
。
動
詞
と

し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
「
〆
ず
ーン
ス
」
が
、
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ

tosho-seibi-repo
長方形




